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SDGs時代に対応する
森林空間を活⽤した教育のあり⽅



内 容
１．SDGｓと森林

２．森林環境教育とは
○森林・林業分野からの視点
○教育分野からの視点
○山村振興からの視点

３．森林環境教育の課題と方向性

４．SDGｓ時代の森林環境教育
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森林内での様々な体験活動等を通じて、
森林と⼈々の⽣活や環境との関係につ
いての理解と関⼼を深める取組

（令和元年度 森林・林業⽩書より）

平成11年（1999年）2⽉18⽇中央森林審議会答申の中で、初めて
「森林環境教育」が提唱され、平成14年度の「森林・林業⽩書」で
初めて明⽂化された。

森林環境教育とは

森林環境教育の始まり

森林環境教育について森林環境教育について
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持続可能な開発のための教育（ESD）とは

ESD︓Education for Sustainable Development

環境、貧困、⼈権、平和、開発といった、現代社会の様々な
課題を⾃らの問題として捉え、⾝近なところから取り組むこ
とにより、それらの課題の解決につながる新たな価値観や⾏
動を⽣み出すこと、そして、それにより持続可能な社会を創
造していくことを⽬指す学習や活動のこと。

関連する様々な分野を“持続可能な社会の構築”の観点からつなげ、総合
的に取り組むことが必要
（⽂部科学省HP）

【ESD概念図】

森林での教育活動は、森林が⼈々の⽣活に必要
な多⾯的な機能を有していること、様々な⽣物
が共存していること、⽣活に必要な資材や燃料
を⽊材という再⽣産可能な資源として供給する
場であることなどから、「持続可能な社会づく
り」に向けての学習効果が期待できる。

森林環境教育とＥＳＤ
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間伐区と無間伐区の比較 １）

間伐区

無間伐区

山崩れや風倒
被害が発生

間伐による土壌侵食量の違い ２）

地表がむき出しのため、表土
が流出しやすくなり、水源涵
養機能も低下します

１）藤堂千景ほか 2015．間伐がスギの最大引き倒し抵抗モー
メントにもたらす影響．日本緑化工学会誌41(2)より作成

２）北原曜 2008．人工林の荒廃で土砂が川に流れ込む．恩田
裕編「人工林荒廃と水・土砂流出」岩波書店より作成

土
壌
侵
食
量
（
t/
ha

）

樹種 ヒノキ（設定なし）ヒノキ ヒノキ ヒノキ ヒノキ
林齢 12 22 22（間） 37 32（間）

間 伐
無間伐

樹高×胸高直径２（m3）

抵
抗
モ
ー
メ
ン
ト
（
ｋ
N
m
)

無間伐区の方が抵抗モーメントが小

無間伐の方が土壌侵食量が大

〇森林は、国⼟の保全、⽔源の涵養、地球温暖化の防⽌などの働きを発揮し、地域に様々な恩恵。
〇⼀⽅、適切な⼿⼊れ（間伐等）を実施しなければ、その機能は失われることから、適時適切な⼿
⼊れが必要。

森林整備の必要性について
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今後の青少年の体験活動の推進について（答申）（平成25年1月21日 中央教育審議会）

○ 体験活動は教育的効果が高く、幼少期から青年期まで多くの人とかかわ
りながら体験を積み重ねることにより、「社会を生き抜く力」として必要とな
る基礎的な能力を養うという効果がある。

○ 体験活動は、仲間とのコミュニケーションや自分自身との対話、実社会と
のかかわり等を考える契機となり、結果、他者への共感や日本人として
の心の成長、個人や社会の歴史の形成につながっていく。

○ 自然や人とのかかわりの中で命の尊さについて学ぶことができる。他者
や生き物への配慮を含め、社会全体を考える人間を育むためには、教育
的視点に裏打ちされた自然や文化などに触れる幅広い体験が必要である。

教育において、体験活動は様々な効果がある

森林環境教育の意義（教育分野からの視点）
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自然体験が豊富な子供ほど、自立的行動習慣が身についている傾向がある。

資料：独⽴⾏政法⼈国⽴⻘少年教育振興機構調査「⻘少年の体験活動等に関する意識調査（平成28年度調査）」

森林環境教育の意義（教育分野からの視点）
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H26年度
（2014年度）

H27年度
(2015年度)

H28年度
(2016年度)

H29年度
(2017年度)

H30年度
（2018年年）

R1年度
（2019年度）

R2年度
（2020年度）

R3年度
（2021年度）

R4年度
（2022年度）

H26.11.20 諮問

H28.12.21 答申

中央教育審議会審議

H29.3.31 告示 全面実施小学校

H29.3.31 告示 全面実施中学校

H29年度 告示 全面実施高 校

学習指導要領の改訂の動き

教育分野の動向
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⃝ 知識を相互に関連付けてより深く理解したり，情報を精査して考えを形成したり，問題
を見いだして解決策を考えたり，思いや考えを基に創造したりすることに向かう過程を
重視した学習の充実を図ること。（第1章総則第3-1(1)）

⃝ 道徳教育や体験活動、多様な表現や鑑賞の活動等を通して、豊かな心や創造性の
涵養を目指した教育の充実に努めること、（第1章総則第１-2(2)）

主体的・対話的で深い学び

改訂小学校学習指導要領（H29.3.31）総則部分抜粋

⃝ 児童が生命の有限性や自然の大切さ，主体的に挑戦してみることや多様な他者と協
働することの重要性などを実感しながら理解することができるよう，各教科等の特質
に応じた体験活動を（中略）実施できるよう工夫すること。（第1章総則第3-1(5)）

引き続き重要な位置付け

⃝ 教育活動の実施に必要な人的又は物的な体制を家庭や地域の人々の協力を得なが
ら整えるなど，家庭や地域社会との連携及び協働を深めること。また，（中略）地域に
おける世代を越えた交流の機会を設けること。（第1章総則第5-2）

地域社会との連携

ESDの考え方に共通

教育分野の動向
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⽇本の森林の６割は⼭村にある

国⼟⾯積の５割を占める⼭村を、全⼈⼝の３％が⽀えている

⼭村では、⼈⼝の減少と⾼齢化が進展

森林環境教育の意義（山村振興からの視点）

18

⽇本の林野⾯積の約６割は振興⼭村 振興⼭村では全国に先駆けて⼈⼝が減少・⾼齢化

※国勢調査、農林業センサス（旧市町村名との整理）を基に作成。

＜人口の推移（百万人）＞ ＜高齢者（65歳以上）割合の推移＞
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森林・林業の重要性を
理解していただくこと

将来の社会の担い⼿と
なる⼦どもたちの⼭村
への理解・関⼼を⾼め
ること

森林・林業分野の視点

森林環境教育の利点

森林環境教育には様々な側面がある

教育分野の視点 山村振興の視点

○ 多様な動植物による⽣態系が形成され、他者とのつながりを学べること。
○ 持続的な営みが可能であること
○ 地域の⼈々の暮らしや歴史と密接に関係すること
○ 熱帯林の伐採問題や温暖化防⽌対策など、広い視点での学びが可能なこと。

森林環境教育の利点、森林の教材としての強み

20

体験活動を通じて⼦ど
もの学びを深め、多様
な価値観を共有する世
の中での「⽣きる⼒」
を⾼めること



• 先生は一般的に森林の専門知識が少ない。

• 先生が多忙であり準備に費やせる時間が
少ない。

• 様々な「○○教育」の存在。
従来の知識詰め込み型教育と同様

学びの要素が無い

森林関係者側の課題

森林環境教育の課題

学校の現状

教育分野が求めていることに合っていない

情報教育、プログラミング教育、産業教育、防災
教育、安全教育・・・（H28.12.21 中教審答申）

この他にも、インクルーシブ教育、ＩＣＴ教育、人権教育、
消費者教育、環境教育、自然体験教育、食農教育、エ
ネルギー教育、交通安全教育、心の教育、ボランティア
教育、多文化共生教育、健康教育、動物愛護教育、NIE
教育・・・

「〇〇教育」は数多くある

21

行政・学校・地域の連携がなく、個別の取組が有機的につながって
いないのではないか。

• 専門分野であるが故に、樹木や生き物の
名前、特徴などを伝えることに時間が割
かれがち。

• 体験自体（楽しむこと）だけで終わって
しまう。
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14:30～
15:20

概要報告 「令和２年度 つたえる、感じる、つながる、森林×SDGsプロジェクト」事業概要報告
①全体報告
②2050年の未来予想図ワークショップ実施報告
③森林の新たな楽しみ方を提案する森林モニターツアー実施報告

15:20～
16:20

事例報告 ①森林環境教育に立脚した地方創生を実現
（長野県泰阜村グリーンウッド自然体験教育センター）
②【森林x公教育】学校と”共に創る”森林環境教育の道筋
（ホールアース自然学校福島校）
③すべての人と森をつなぐ体験を提供
（岐阜県立森林文化アカデミーmorinos）

休 憩

16:30～
17:25

パネルディ
スカッショ
ン

｢つたえる､感じる､つながる森林環境教育のためにできること｣
〔進行〕
• 宮林 茂幸(東京農業大学 地域環境科学部 地域創成科学科 教授、美しい森林づくり全国推進会
議 事務局長、検討委員会 座長）

〔登壇者〕
• 天笠 茂（千葉大学特任教授 、中央教育審議会副会長、検討委員）
• 竹内 延彦（長野県池田町教育長、森と自然の育ちと学び自治体ネットワーク副代表、検討委員）
• 辻 英之（グリーンウッド自然体験教育センター 代表理事）
• 和田 祐樹（ホールアース自然学校福島校）
• 萩原ナバ裕作（岐阜県立森林文化アカデミー（morinos））
• 安高 志穂（林野庁 森林整備部 森林利用課 山村振興・緑化推進室 室長）

議題：
① 学校教育での森林環境教育を増やすには？
② 世代間（乳幼児期から学童期、学童期後半から青年期等）の森林体験のギャップを埋めるに

は？
③ 別関心層を森林空間に呼び込む工夫とは？
④ 質疑応答



ご静聴ありがとうございました

写真 ︓ 林野庁ＨＰより

将来世代のために


